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四国八十八ヶ所霊場マップ（三十五番から、三十九番）

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
秋
本
番
。

朝
晩
は
冷
え
込
ん
で
き
ま
し
た
。
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
紙

上
遍
路
の
今
年
の
か
わ
ら
版
。
で
は
出

発
。

★
逆
修
の
五
輪
塔

   

土
佐
市
に
入
り
、
西
に
進
む
と
山
並

み
に
遭
遇
。
そ
の
山
腹
に
あ
る
の
が
三

十
五
番
、
医
王
山
清
滝
（
き
よ
た
き
）

寺
。
三
十
四
番
、
か
ら
約
十
・
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
す
。

   

お
大
師
様
の
霊
験
で
湧
き
出
た
清
流

は
、
ミ
ツ
マ
タ
（
紙
の
原
料
草
）
を
さ

ら
し
、
紙
を
漉
（
す
）
く
の
に
重
宝
さ

れ
、
こ
の
地
は
土
佐
和
紙
の
産
地
と
な

り
ま
し
た
。

   

お
大
師
様
の
十
大
弟
子
の
ひ
と
り
、

真
如
（
し
ん
に
ょ
）
が
こ
の
寺
に
逆
修

（
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
）
の
五
輪
塔
を
建
立
。

逆
修
と
は
、
生
前
に
死
後
の
冥
福
を
祈

る
仏
事
。

   

真
如
は
入
唐
し
、
イ
ン
ド
に
向
か
う

途
上
で
逝
去
。
覚
悟
の
上
の
逆
修
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

★
宇
佐
の
大
橋

   

三
十
五
番
か
ら
宇
佐
の
大
橋
を
渡
っ

て
約
十
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
三
十

六
番
は
独
鈷
山
（
と
っ
こ
う
さ
ん
）
青

龍
寺
（
し
ょ
う
り
ゅ
う
じ
）
で
す
。

   
橋
は
昭
和
四
十
八
年
完
成
。
そ
れ
ま

で
は
河
口
に
渡
し
船
が
あ
り
ま
し
た
。

お
大
師
様
の
従
者
八
人
が
こ
の
地
に
残

り
、
そ
の
子
孫
が
お
遍
路
さ
ん
の
た
め

に
渡
し
船
を
守
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

   

お
大
師
様
が
唐
の
長
安
で
恵
果
（
け

い
か
）
和
尚
に
師
事
し
た
の
は
青
龍
寺

（
せ
い
り
ゅ
う
じ
）
。
日
本
で
寺
を
作

ろ
う
と
決
意
し
た
お
大
師
様
が
天
空
に

投
げ
た
独
鈷
（
ど
っ
こ
）
が
こ
の
地
の

老
松
に
掛
か
っ
て
い
た
の
が
寺
の
縁
起

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
峠
越
え
の
窪
川

   

三
十
六
番
と
三
十
七
番
の
間
は
約
六

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
歩
き
遍
路
な
ら
道

中
須
崎
で
一
泊
。
須
崎
は
か
つ
て
の
カ

ツ
オ
漁
の
根
拠
地
。
角
谷
岬
か
ら
の
景

色
が
美
し
い
景
勝
地
で
す
。

   

須
崎
か
ら
焼
坂
峠
、
中
坂
峠
、
七
子

峠
を
越
え
る
と
窪
川
に
到
着
。
崖
沿
い

の
峠
道
は
車
で
行
っ
て
も
難
所
で
す
。

   

窪
川
は
土
讃
線
の
終
点
。
四
万
十
町

で
す
。
標
高
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地

の
上
に
あ
る
町
中
に
静
か
に
た
た
ず
む

三
十
七
番
、
藤
井
山
岩
本
寺
。

   

聖
武
天
皇
の
勅
願
で
行
基
が
開
基
。

天
正
の
兵
火
で
全
山
焼
失
し
た
も
の
の
、

再
興
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

★
補
陀
落
東
門

   
三
十
七
番
か
ら
は
約
九
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
行
程
。
四
国
霊
場
間
の
距
離
で

は
最
長
。
徒
歩
な
ら
二
泊
三
日
か
三
泊

四
日
。
ま
さ
し
く
土
佐
「
修
行
の
道
場
」

の
真
骨
頂
の
先
に
あ
る
の
が
三
十
八
番
、

蹉
跎
山
（
さ
だ
さ
ん
）
山
ま
た
は
足
摺

山
（
あ
し
ず
り
さ
ん
）
金
剛
福
寺
。
境

内
の
広
さ
十
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
大
道
場
で
す
。

   

土
佐
と
言
え
ば
、
東
は
室
戸
岬
、
西

は
足
摺
岬
。
四
万
十
川
を
渡
り
、
土
佐

清
水
を
経
て
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
碑
が

立
つ
中
浜
を
過
ぎ
て
足
摺
岬
へ
。
そ
の

断
崖
絶
壁
の
上
に
建
つ
の
が
金
剛
福
寺

で
す
。

   

お
大
師
様
が
岬
の
先
に
広
が
る
大
海

原
に
補
陀
落
（
ほ
だ
ら
く
）
の
存
在
を

感
得
。

   

補
陀
落
は
観
世
音
菩
薩
が
住
む
理
想

郷
。
イ
ン
ド
南
方
の
海
に
あ
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

   

お
大
師
様
は
嵯
峨
天
皇
か
ら
「
補
陀

落
東
門
」
の
勅
額
を
賜
り
、
寺
を
建
立
。

戦
国
時
代
以
降
、
補
陀
落
を
目
指
し
て

ひ
と
り
小
舟
で
海
に
漕
ぎ
出
す
「
補
陀

落
渡
海
」
が
広
ま
り
ま
し
た
。

★
宝
医
水
（
ほ
う
い
す
い
）

   

こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
土
佐
最
後
の
札

所
、
三
十
九
番
、
赤
亀
山
（
し
ゃ
っ
き

ざ
ん
）
延
光
寺
ま
で
足
を
伸
ば
し
ま
し

ょ
う
。
三
十
八
番
か
ら
約
六
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。
こ
こ
も
長
い
。

   

お
大
師
様
は
、
こ
こ
で
錫
杖
（
し
ゃ

く
じ
ょ
う
）
で
地
面
を
突
い
て
湧
き
出

た
霊
水
を
宝
医
水
と
命
名
。
今
で
も
眼

病
に
効
く
眼
洗
い
井
戸
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

★
四
万
十
川
と
足
摺
岬

   

今
回
は
よ
く
歩
き
ま
し
た
。
次
回
は

い
よ
い
よ
伊
与
（
洒
落
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

   

「
菩
薩
の
道
場
」
と
呼
ば
れ
る
伊
与

の
札
所
は
四
十
番
、
平
城
山
観
自
在
寺

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
乞
ご
期
待
。

三十六番 独鈷山青龍寺

三十五番 医王山清滝寺

三十九番 赤亀山延光寺

三十七番 藤井山岩本寺

三十八番 蹉跎山補陀洛院金剛福寺

36
35

高知県高知県

高知県高知県

愛媛県愛媛県

香川県香川県

徳島県徳島県

愛媛県愛媛県

37

38

39

伊方町伊方町
八幡浜市八幡浜市

宿毛湾宿毛湾

土佐
湾

土佐
湾

宿毛市宿毛市

土佐清水市土佐清水市

四万十市四万十市

四万十町四万十町

須崎市須崎市

土佐市土佐市

高知市高知市


